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「この地図は、国土地理院の地理院地図（電子国土Web）の一部を掲載したものである。」
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異常信号を検出した深さ
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路面

路面から約３０cmの深さに
石灰岩を確認

【断面図】

県道秋吉台公園線の２次調査（４月１５日（木））の状況
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＜レーダ探査における異常信号の検出について＞
石灰岩に亀裂が多くある場合などにおいて、空洞

と類似した信号を捉えることがある。

【ファイバースコープによる撮影状況】

※空洞なし

ファイバースコープ

別紙


